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　　　　　　　　　　　　教職実践応用領域　学校づくり履修モデル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　鋭之

I　はじめに

　中央教育審議会（平成１８年）「今後の教員養成・免

許制度の在り方について」（答申）では、教員に求めら

れる資質能力が具体的に提示され、得意分野をもつ個

性豊かな教員を求めている。また、教科指導等におい

て、教職員間の学び合いや支え合い、協働する力が重

要であり、学びの共同体としての学校の機能として同

僚性の発揮が求められている。

　そこで、本校の教育目標である「明るくたくましい

立南っ子」を育てるためには、まず、教師の資質能力

向上が不可欠と考える。「教師力」を高めるためには、

授業が大切であり、教員自身の成長が、児童の成長に

もつながると考え、本研究をスタートさせる。

Ⅱ　本校の実態と課題について

　１　学校の概要について

　本校は、愛知県の西部に位置し、濃尾平野、木曽川

といった大自然の恩恵を受けるのどかな地域にある学

校である。全校児童は２１１人、学級数９学級（特支

２を含む）の小規模校である。近年、児童数、学級数

が減少してきており、平成２５年度には見込みで全校

児童数２００人程になり、全学年単学級の７学級（特

別支援学級１を含む）の一学年一学級の学校となる。

　児童数の減少に伴い、教職員減もあり校務処理の負

担増などが生じてきている。

　２　児童について

　本校の児童は、素直で、いろいろなことに挑戦した

いという気持ちをもっている児童が多い。校長による

講話では、「目標をもって自分を鍛えよう。自分に負け

ないように。」という内容の話があり、その子なりの具

体的な目標をもち、前向きに生活している。しかし、

児童の人間関係が固定化されたり、他者との関わりが

少なくなったり、周りへの意識から自分の気持ちをお

さえがちになったりといった、社会性やコミュニケー

ション能力において課題がある。

　３　教職員について

　本校では、教職員間の人間関係はとてもよく、声を

かければ全員で行動することができるなどチームワー

クがよい。また、担任以外の教員も各児童のことを十

分把握しており、児童に対する共通理解も図られてい

る。昨年度実施したアンケートでは、研究テーマに関

して意識が低いことがわかった。また、「改善した方が

よいこと」について、「他の会議との別日程」「雰囲気

作りの工夫」などをあげている。ここで出された、課

題と現状をふまえ、教員の資質能力向上のために授業

研究の在り方を見直していく必要性を感じた。

　４　校内研修について

　授業研究を中心に、教師力向上を目指した研修や実

技研修に取り組んでいるが、現状うまく機能している

とはいえない。原因として、次の三嘸が考えられる。

　一つ目は、教員が多忙から、時間的なゆとりが生み

出せないことである。二つ目は、授業研究に関するこ

とである。授業日程の決定が遅く、指導案検討などの

時間設定が難しく、時間を要する。また、単元の中の

一授業のみの授業研究が中心で、研究と日常のつなが

りが弱い。三つ目は、校内の研究テーマの意識である。

授業研究時などにいつでも振り返ることができるテー

マの設定や共通認識したテーマの設定が望まれる。

　５　小規模校のメリット・デメリットについて

　メリットとしては、「教師間の人間関係がよい」「全

校児童に対する共通理解が図られている」「教員数が少

ないため一人の教員に費やす時間を多くかけられる」

ことなどがあげられる。デメリットとしては、「個人の

ペースで実践ができるため他の実践とのつながりが弱

い」「研修に変化が見られずマンネリ化しやすい」「個

人の負担が大きい」ことなどがあげられる。

　６　課題の解決に向けて

　課題の解決に向けて、全教職員が学校の全体計画を

基本に指導を行う組織づくりを行い、一人ひとりの教

員の特性や長所を生かした計画。運営ができるように

する。校内研修の運営を明確にし、共通理解を図りな

がら、チームワークを発揮した運営へと見直す。（校内

研修の組織体制）次に、校内研修の中でも重要な授業

研究を大切にしていく。各教師の個人テーマや課題も

全員で共通認識し、互いに学び合い、高め合いながら

解決していくことができる授業研究を実践し、教員の
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資質能力向上を目指す。（授業研究の充実）

Ⅲ　課題実践研究のテーマについて

　子どもたちに充実した指導を行うための第一歩と

して、教師の授業力を向上させることが望まれる。そ

こで、「校内研修の組織体制」「授業研究の充実」を主

な計画として、次のようにテーマを設定した。

Ⅳ　同僚性について

　同僚性を考えるにあたり、木岡編『学校の組織設計

と協働態勢づくり』で藤原文雄氏が、「組織づくりを考

えるうえでのキーワードが同僚性と創造性である。」と

述べていることに注目した。続けて、藤原氏は、「創造

性とは複雑な思考プロセスを経て新しい価値や産物を

産み出すことである。・・・同僚性とは、一人ひとりの

自律性を大切にしつつ、相互に共感的に理解し合い、

助け合い、対等にコミュニケーションを重ねることに

より高め合う関係性」と述べ、それぞれのバランスを

考えつつ、今後の組織設計の進む方向性は創造性と同

僚性を重視した校内の組織づくりであるとしている。

　次に、吉田新一郎氏が、ハーバード大学のRバース

が「同僚性」を次の４つのことをしているときに生ま

れると述べていることに注目した。

　これらを校内研修に置き換えて考えると、教員の自

発的な授業研究を中心にすえることが大切と考える。

授業研究を通して、お互いに話し合ったり、考えたり

することや、授業を見合って互いに教え合ったりする

ことで、同僚性を重視した授業研究が可能になると考

えたからである。そして、教員同士が他者を理解する

ようになり、自己の学びが生まれ、教員の資質能力向

上にもつながる。そこで、本研究では「同僚性を高め

る」とは、次のように定義することとした。

V　先行事例より

　１　愛媛県教育委員会の事例より

　平成２０年３月愛媛県教育委員会が『授業評価シス

テムガイドライン』を作成している。そのなかで、組

織的・継続的に授業改善を行う授業評価システムの構

築は、教師の授業力の向上を通して子どもたちの確か

な学力の定着。向上を図ることができるという基本方

針を参考にする。

　また、教師の授業力を向上させ、授業を改善するた

めの第一歩は、現状を知り、「自分の課題」を明らかに

し、これからすべきことや進む方向性をはっきりさせ

ることでもある個人目標の設定シートについては本研

究でも活用する。

２　徳島県立総合教育センターの事例について

　平成２０年３月徳島県立総合教育センターが『校内

研修ハンドブック』を作成している。そのなかで、授

業研究において、「保護者、児童生徒等、教職員以外か

ら授業について意見をもらうことも、視点を変えた授

業研究として大切。」とあり、児童による授業評価シー

トを活用している。

　また、「①成果や課題を明確にし、②改善のアイデ

アの見つけ方を共有し、③知りたい改善策を参加者全

員で共通理解を図りながら決定していくような校内研

修にするために、ワークショップを取り入れた研修」

を実践している。そのなかで、４象限上に個々の教職

員の気づきを構造していく概念化シートを用いた例が

あり、参考にする。

VI　研究の計画

　１　校内研修の組織体制（プランA）

　小規模校のメリットを生かし校内研修が機能するた

め、主な見直しとして、会議等の見直しをはかり、教

員の多に感解消を目指すとともに、同僚性を重視した

組織とするための「校内研修組織の見直し」と自己有

用感を感じることができるように「各組織の役割につ

いて」現状を元に再検討する。

　（１）校内研修組織の見直し

　　　　　【図１｢前年度の校内研修組織図｣】

　(組織に関する課題について)

○　現職研修の中心となる部会がはっきりしていない。

○　具体的な役割が明確でない。

○　低学年部会、高学年部会といった部会が、定期的

　に開催されず、規模も小さくなり機能していない。

などの課題があげられる。

　(２)各組織の役割について

　それぞれの部会の長が中心となって、役割を明確に

していくこととする。組織のメンバー、主な役割、会

議の設定などから組織を見直す。教員一人ひとりの役

割が明確になり、学校組織の中で自己有用感を生むこ

とにつながる。役割を明確化することで、目的意識を

もった研修への参加、共有化を図ることが可能になる

と考える。
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　２　校内研修におけるPDCAサイクル

（１）学校組織におけるPDCAサイクル

　イ　個人目標の共有化

　設定した個人目標を、個人だけでなく、メリットで

もある人間関係のよさ、さらに、一人の教員に費やす

時間を多く取ることができることを生かし、共有化す

る。そのため、個人目標シートを４月当初に作成する。

　ウ　個人研修会の設定について

　メリットとして、子どもの実態をもとにした課題を

共通理解しあえることがある。そのため、同じ児童に

対して、様々な視点で見つめ直し、深い理解も可能と

なる。個々の課題を他の教員も関わって一緒に考える

ことで、同僚性が高まり、研究に対して新たな提案も

可能となるように、個人研修会を年３回計画し、教員

の資質能力向上を目指すこととする。

　　　　　　　　【図４「個人研修会」】

　（２）授業分析シートの活用

　授業研究を充実させ、授業研究の視点を明確にする

とともに、自己評価や分析に重点をおくために、授業

分析シートを新たに全教員で作成し活用を図る。目標

とする子どもの姿を設定し、その姿に迫るための手だ

てを考えて、それを授業分析シートの項目とする。

　（３）「児童アンケート」の実施

　授業時に「児童アンケート」を取り入れる。授業中

だけでは、評価することが難しい児童の内面について、

アンケート形式のシートを作成する。項目については、

研究テーマや授業分析シートと関連させることで、研

究や事後検討会などで活用する。

　（４）各種検討会の在り方

　ア　事前検討会について

　事前検討会については、時間的な制約が多く、視点

が明確でないため、十分な検討ができないことが多い。

そこで、事前検討会のポイントを明確にし、可能な限

り全員で検討することで、学び合う同僚性を育みたい。

　イ　事後検討会について

　本校の事後検討会の現状は、一人一回は何らかの形

で発言するものの、自分から発言することは少なく、

深まりが見られないこともある。そこで、参加者全員

から、様々な率直な声が聞けたり、検討会での視点を

明確にした話し合いができたり、参加しなかった教員

にも成果や課題が伝わったりするよう、概念化シート

を活用した、ワークショップ型の事後検討会を行う。
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　【図２｢学校組織におけるPDCAサイクル｣】

(２)各教師におけるPDCAサイクル

　　【図３「各教師におけるPDCAサイクル」】

３　授業研究の充実（プランB）

　（１）個人研修会について

　ア　個人目標の明確化

　学校の研究テーマを受けて、個人目標を設定するこ

とで、授業研究に対する意識が高まり、日常の授業に

もよい影響を及ぼすことになると考える。



　（５）校外研修を生かすミニ研修会

　本校では、小規模校のため、複数の教員が、一度に

校外研修に参加することが難しい現状である。そこで、

自ら学んだことを、他者と共有し、高め合うことがで

きるミニ研修会を実施し資質能力向上を目指す。

　プランBについては、それぞれ関連性があるため、

先に述べた各教師のPDCAサイクルが機能するよう

に推進していく。これらの検証については、教員から

若千名抽出し（教員A、B、C）、実際の取組から成果

や課題を分析していく。

Ⅶ　研究の計画（平成２４年１月現在）

　前年度に計画したのは以下のとおりである。

Ⅷ　研究の実践と考察

　１　校内研修の組織体制

　（１）校内研修組織体制について

　小規模校のメリットを生かして校内研修の組織の

在り方を見直すことが、校内研修の充実につながり、

教職員一人ひとりの資質能力向上につながると考えた。

図５ の現職研修の関する組織図」
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　組織を見直したことで、現職研修の中心が研究推進

委員会とはっきり位置づけることができた。そして、

現職研修を授業研究と教職員研修の２本の柱と組織で

明確に示すことで具体的な計画が立てやすくなった。

　（２）各組織の役割について

　ア　研究推進委員会の実際について

　研究推進委員会が中心となって現職研修全体を企

画・運営していくために、４月当初の春季休業中を有

効活用した。その中で、校内研修計画の立案や指導案

の形式、各種シート類などを検討することができた。

そして、検討した内容をもとに授業研究部長が、授業

研究部員と共に実際の授業研究に向けて活動を推進す

ることにつながった。

　イ　全休会の実際について

　年度当初は、４月と５月の授業研究に向けた指導案

検討や新たな取組として始める各種シートの活用方法

を中心に会議を行った。研究推進委員会で立案した内

容の検討や確認、全体授業に関すること、個人研修会

に関することを中心に予定通り活動することができた。

　ウ　授業研究部の実際

　授業研究部の活動は、主に授業研究の中心的役割を

果たすことであり、授業研究部員の中から率先して全

体授業研究を引き受けることができた。授業研究にお

けるワークショップ型検討会では、授業研究部員が小

グループの司会役、記録者などの役割を果たし、発表

者を行うなどそれぞれが目的意識をもって研修に参加

できた。一学期に、授業研究部長が中心となり、運営

したため、部員からは、「方向性がはっきりしていて、

活動しやすかった。」「研究の方法や内容などとても勉

強になった。」などの声が聞かれた。このように、授業

研究を通して、教員同士が関わりを深めることができ

たことは成果の一つと考える。

　以上から、活動や役割を明確化した組織は、実際の

活動をするうえで有効であった。

２　校内研修におけるPDCAサイクルの実際

　（１）学校組織におけるPDCAサイクルについて

　ア　PLAN

　４月当初、校長が本校の教育活動の柱として「協同

的な学び」と「異学年交流活動」を具体的な手だてを

　【図６】を提示しながら説明した。そこで、本研究で

もこれらを踏まえ、研究テーマを「考える楽しさや学

びを実感し、学び合う子どもの育成」とし、以下のよ

うに目指す子どもの姿を設定した。

　目指す子どもの姿を全休会で共通理解し、授業にお

いて「自分の考えを友達に伝えたり、友達の考えを聞

いて意見交換をしたりする場の工夫」など具体的な子



どもの姿で授業を検証していくことを確認した。

　　　　　【図６「本校の教育目標図」】

　さらに、教師が、授業研究という取組に価値を生み

出し、自分の努力で目標が達成できると考え、以下の

ように目指す教師の姿を設定した。

　【目指す教師の姿】

・自らの特性を生かし、同僚と共に学び合うことができる教師

・自ら学んだことを、他者と共有し、高め合える教師

・学校にとって新たなものの見方や視点を提案できる教師

　イ　DO

　授業研究、個人研修会、事後検討会など、計画通り

に実行することができた。（詳細は後述）

　ウ　CHECK

　授業分析シートや個人目標シートを、授業研究後の

事後検討会などを元に評価を行った。評価システムに

より、教員同士の協働にもつながり、「子どもたちだけ

でなく、教員も学び合うことができた。」といった声が

聞かれるなど、各種シートやアンケート、ワークショ

ップ型検討会などが評価の役目として効果的と考える。

　エ　ACTION

　教員個人では、個人目標シートを活用して成果や改

善策を書いている教員も見られる。また、二学期末か

ら、授業研究部では、次年度の研究に向け授業分析シ

ートの見直しを始めた。この授業分析シートの改善が、

次年度以降の研究につながると考える。

　学校組織マネジメントの手法を取り入れたことに

よって、必然的にコミュニケーションが生じ、具体的

な実行策とそれを見いだしていく過程を共有すること

ができた。また、自分の取組と他の教員との取組を関

連付けて考えることができたことで、組織として相乗
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的な効果を生み出すことができたと考える。そのため、

目標を達成するために、テーマの有効性や価値を全教

員が共有化し、受容することにつながった。

３　授業研究について

　（１）個人研修会の実際について

　ア　第１回個人研修会

　第１回個人研修会は、年度当初に個人の目標を共有

するために実施した。自己評価を参考にして、個人の

課題を見つけ、決定した個人目標と手だての共有化を

目標として以下の流れで実施した。

第1回個人研修会の流れ（５月７日）

１　研究主任の話（今回の狙いや意義の説明）

２　各教員からの発表（一人1分程度）‥・個人目標と手だての発表

３　質問、意見

４　今後の研究について

　４月末の授業研究で個人目標シートや授業分析シ

ートを利用したことで、本校に本年度赴任した教員か

らは、「具体的な例で示してもらったから、自分の現状

と比較して分析することができた。」「授業分析シート

に手だてがあるため、算数の研究で意識することがよ

くわかった。」という声が聞かれた。そのため、具体的

な内容が全教員に伝わり、目標が立てやすくなった。

また、全員の個人目標を知ることの意義を共通認識す

ることができ、それぞれの教員の改善のための手だて

を他の教員が参考にすることができた。

　　　　　【図７｢個人目標シート(一部)｣】

　個人目標シートの自己診断分析に、授業分析シート

(後述)から各自が分析した内容を具体的に記入し、課

題を明確にした。第１回個人研修会で個人の目標を共

有したり、考えている手だてなどを明確にしたりした

ことで、常に目標を意識した授業実践が可能となった。



　イ　夏季休業中の第２回個人研修会

　夏季休業中に個人目標シートを活用し、第２回個人

研修会を実施した。一学期に授業研究を行った教員は、

授業分析シートや児童アンケートの分析、今後の取組

を発表し、二学期以降の教員は、日常の取組を中心に

報告した。

　　「各教員のからの発表」では、授業研究後の取組や、

授業研究だけではなく実践した取組のことも多数取り

上げられ、各自の実践と比較しながら聞くことができ

た。また、少しでも実践の良かったところを見つけて、

気がついたことを【図８】のように付箋紙に記人して

意見交換した。参加した教員からは、「授業研究以外で

もたくさん授業実践していることがわかり、自分の励

みにもなった。」といった声が聞かれたりするなど、全

員で取り組んでいると感じる場面が見られた。

　　　　【図８｢個人研修会シート(一部)｣】

　また、校長、教頭からは、｢子どもたちだけでなく、

教員の学び合いも進んでいると感じた。｣などという指

導・助言があった。全員で一緒に研究をし、授業実践

をしているということを確認し合うことができたよい

研修と考える。

　個人目標を設定し、自己課題を明確にするとともに

個人研修会で個人目標を共有化し、常に学校の研究テ

ーマに即した実践を行うことができた。さらに、校長

の指導・助言にもあるように、教員の学び合いが進ん

でいることからも同僚性を重視した校内研修により教

員の資質能力が向上していると考えることができる。

　(２)授業分析シートの活用

　授業研究を充実させ、授業研究の視点を明確にする

とともに、自己評価や分析に重点をおくために、授業

分析シートを新たに作成した。授業分析シートは、研

究テーマに沿って、目指す子どもの姿から、どのよう

な手だてを施していく必要があるかという観点で分析

する項目を検討した本校独自の分析シートである。

　ア　自分の授業力を分析するためのシート

　授業分析シートで４月に現在の授業力を自己評価

した。また、このシートは、７月、１２月、年度末に

も自己評価することで学期ごとに自分の授業力を振り

返ると共に、研究を意識できるようにした。

　　　　【図９「授業分析シート（個人通年）」】

　このシートは、満点は１６点になる。４月段階で教

員７人の平均は約１０点であった。それが、７月段階

では平均12.5点に増加した。教員個人で見比べて

も、全員が１点以上増加している。また、１２月段階

では、平均１３点と増加している。

　イ　授業研究時に授業力を分析するためのシート

　先ほどと同様の授業分析シートをもとに、客観的に

授業の相互評価ができるようにした。項目については、

共通理解しているため、１７項目と項目数は多いもの

の、一つずつ評価することが可能で、さらに、授業者

が目標としている中心部分を事前検討会で説明してい

るため、評価の中心となる項目についてメモをとりな

がら判断する教員もいた。授業研究後には、事後検討

会までに平均を出し、活用できるようにした。授業に

ついて数値で振り返ることで、成果だけでなく、課題

も明らかになり、授業者自身の次の授業に生かすこと

ができた。

　授業分析シートを全教員で一緒に作ることで、目標

だけでなく、手だても共有を図ることができた。そし

て、授業者だけでなく、参観者の学びにもつながり、

教師相互の学びにもつながった。

　　（３）「児童アンケート」の実際

　事後検討会で、様々な角度から話し合いを深めるた

めにも、授業を受けた子どもたちの声を大切にしたい

と考え、児童アンケートを取り入れた。教員が大切に

したい授業の考えを明確にしている項目としたことや、

授業中だけでは、評価することが難しい児童の内面に
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ついて、簡単なアンケート形式のシートとしたため、

子どもたちの率直な声を受けて教員が学ぶことができ

たと考える。

　　　　　　【図１０「児童アンケート」】

（４）各種検討会の実際

　ア　事前検討会について

　事前検討会のポイントを「授業の内容」に明確にし

て行うことができるように見直した。また、指導案検

討会の一週間前まで指導案を事前配付すること、個人

の研究目標を共有化することを共通理解した。さらに、

可能な限り全員参加で事前検討会を行った。そのため、

短時間で効率よく会議を運営することができた。

　　　【図１１「本年度実施した事前検討会」】

　個人目標シートや指導案と一緒に配付する授業分

析シートなどを参考にして授業の参観する視点が明確

になっており、授業で大切にしたい場所も明確となっ

ているため、主発問や児童の反応を中心に指導案を検

討することが多かった。　１１月に実施した教員アンケ

ートでは、現状の事前検討会について７３％の教員が

　「改善すべきことはない」と答えている。

　イ　事後検討会について

　新たな取組として概念化シート【図１３】を活用し

た、ワークショップ型の事後検討会を導入した。概念

化シートや付箋紙を利用することで、気軽に意見交換

ができ、見出しをつけてまとめることで視覚的に成果

や課題がはっきりした。グループ協議後の発表では、

キーワードを使い成果や課題を中心に４分程度で発表

した。付箋紙の色を変えたことで、視覚的に分かりや

すい発表となった。

　教員に行ったアンケートによると、立南スタイル事

後検討会は、方法や時間配分ともに１００％の教員が

妥当と答えている。

　事後検討会に参加できない教員にも研究について共

有化を図るため、授業研究部で記録を残し概念化シー

トとともに配付した。参加できなかった教員からは、

　「事後検討会の様子が分かり、研究の方向性も確認す

ることができる。」といった声を聞くことができた。

　（５）校外研修を生かすミニ研修会

平成２４年度に実施した主なミニ研修会

　校外研修を生かしたミニ研修会について、８２％の

教員が「かなり満足」と答えている。参加した研修会

のレポートを作成することで、参加した教員の学びを

振り返ることができ、学びを他の教員にも紹介するこ

とで資質能力を向上させるための一助となった。

　４　本取組を通した教員の変容

　（１）教員A（若手教員：授業研究部員）の実際

　教員Aが、４月当初に本研究に対して授業分析シー

トを活用して自己評価した。教員Aは、これまでの算

数の授業を振り返り、例えば「話し合い活動」では、

話し合い活動の雰囲気作りや共通点や相違点を意識し

た話し合い活動、グループごとの活動を全体で生かす

ように支援していると考え「３」と評価している。そ

して、個人目標シート「自己診断分析」に「話し合う

視点（よりわかりやすく、簡単に）を明確にした話し
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合い活動を取り入れる。なぜそう考えたのかという根

拠や理由を明確にした話し合い活動となるよう支援す

る。｣の２項目を本年度の重点目標とすることを決めた。

　　　　【図１４「教員Aの授業分析シート」】

　そして、自己診断分析をもとに個人目標を「話し合

う視点を明確にすることにより、自分の考え方と友達

の考え方の共通点や相違点に気付き、自分の考えを深

めることができる子どもを育てる」と設定して研究に

取り組むこととなった。教員Aが、「日頃から授業分析

シートの手だてを意識した授業実践を行うことができ、

授業分析シートの項目が役に立った。」と述べているこ

とからも授業分析シートの有効性を確認することがで

きる。　５月に実施した個人研修会では、教員Aは、個

人目標を発表した後、具体的な手だてとして、「視点を

明確にした話し合い活動を行うとともに、友達の考え

との共通点や相違点を比較しながら話し合うことがで

きるような支援の在り方を考えていきたい。」と発表し

た。そのため、指導案検討会や授業研究においても、

教員Aの個人目標を意識して検討することができた。

　５月に行った授業研究では、教員Aが個人目標とし

ていた話し合い活動について、児童アンケートでは。

　「とてもそう思う」が５０％、「そう思う」が３２％で

あり、全体的にはよかったと判断できる。しかし、児

童アンケートを詳しく分析すると４項日日の「充実し

た話し合い活動ができたか」で、「あまりそう思わない」

をつけた７人は、３項日日の「ほめてもらったり認め

てもらったりできたか」でも、「あまりそう思わない」

　「思わない」に○をつけており、今後配慮するととも

に、改善を要すると判断できる。また、授業分析シー

トの教員評価では話し合い活動の項目が平均３．２で、

おおむねよかったと判断できる。

　授業分析シート（個人通年）で４月当初と１２月を

比べると、教員Aの場合、３点増加している。特に、

教員Aが目標としていた「話し合活動」で１点増え、

課題であった「振り返り」も相乗効果で２点増加した。
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教員Aは、「４月当初に自分の授業を振り返って、どう

いったことを意識して授業を実践していけばよいのか

を理解することができた。全部は、難しかったが、５

月の授業研究でどのようにすればよいのかアドバイス

ももらえて参考になった。」と述べている。５月以降も

年間計画に基づき授業実践を続け、１２月にまとめた

個人目標シートが【図１５】である。授業分析シート、

児童アンケート、個人目標シートを総合的に評価の役

目ができるようにしたことは、教員Aにとって具体的

な数値で判断することができ授業力を向上させる上で

効果的であったといえる。教員Aの例のように、研究

の視点を明確にし、全員で共通理解することができた

授業分析シートを年間通して活用することの意義が明

らかとなった。

　　　　　【図１５「個人目標シートの一部」】

　（２）教員B（本校在籍６年目）の実際

　教員Bは、授業分析シートから自分の課題が「話し

合い活動に焦点化し、どうしたら学び合うことができ

るようになるか手だてを考え、実践していくこと」だ

と判断して目標を設定した。

　教員Bは、授業研究前にも協同的な学びを取り入れ

た授業実践をしており、続けて児童アンケートを実施

したことで、以下のような分析が可能となった。

　　　　　【図１６｢児童アンケート｣】

まず、前時と比べて大きく変動したかどうかにの



学級は２０人なので５人以上の変化を大きな変動とと

らえることとした）を確認できた。この実践の場合、

課題提示を工夫したため、新たな発見や気づきに関す

る項目が増加した。そのため授業研究では、項目（１）

では１００％の児童が「とてもそう思う」「そう思う」

と回答している。また、項目（３）（４）から２回続け

て話し合い活動がうまくいかなかったと答えている児

童がいることが分かった。そこで、教員Bは、気にな

った児童に、次の時間、机間指導で積極的に声をかけ

るなどの手だてを講じることができた。

　教員Bは、一単元の中で続けて児童アンケートを行

うことで、「自分の考え方を認めてもらえない児童を把

握し、次の時間にその児童に対する支援の在り方を考

えた」「考え方も書いており、発言もしているのに、な

ぜ充実した話し合いができないと答えているのか」な

ど、一授業だけにとどまらず、学級全体のことを見つ

め直す一つの指標とすることができたと感じている。

　　【図１７「教員Bの授業分析シート（個人通年）」】

　教員Bは、一学期の実践で、授業研究の反省を生か

した話し合い活動の実践に取り組んだため、７月の自

己評価が９項目よくなっている。研究に関して理解を

深め、意識を高めた成果の一つと考える。とりわけ、

教員Bがメインの目標としていた「話し合い活動」に

ついては、５項目中４項目で成長することができたと

考えていることからも授業分析シートを活用した授業

研究の在り方がよかったと考えることができる。そし

て、１２月の評価でも１項目よくなり、個人目標達成

に向けて着実に授業実践を続けていることがわかる。

　教員Bのように、研究の視点を明確にし、全員で共

通理解することができた授業分析シートを年間通して

活用することで授業研究時のみの研究ではなく、授業

研究と日常の実践を結びつけた研修が可能となった。

　（３）教員C（ベテラン教員）の実際

　教員Cは、６月のある実践で【図１８】のように自

分なりに分析を書いた児童アンケートを授業研究部長

に見せた。教員Cのこの分析を他の教員も広めようと

教員Cの取組を第２回個人研修会で紹介した。この取

組は、二学期以降の実践で他の教員にも広まっていき、

他学年の分析・考察の様子も紹介することとなった。

授業研究だけでなく、年間の算数授業計画に沿った単

元においても個人目標を意識した実践を行うことが可

能となった。教員Cのように、ベテラン教員が新たな

提案を行いながら校内研修をすすめることができた。

　　　【図１８「教員Cの児童アンケート例」】

　教員Cのように児童アンケートの有効活用方法を

提案するなど教員の資質能力向上を図ることにつなが

ったと考える。このような新たな授業評価システムの

導入による授業研究はベテラン教員の授業力を高める

ためにも効果があったと考えることができる。

Ⅸ　研究のまとめ

　本研究では、「小規模小学校である本校のメリットを

生かした校内研修の在り方を見直すこと」を通して、

研修に対する教員の意識を高め、教員の資質能力向上

を目指したものであった。そこで、アンケートなどか

ら分析し、研究のまとめとする。

１　校内研修組織体制の見直し（プランA）

　校内研修の組織体制の見直しでは、基本方針を基に、

見直した組織体制で研究を推進することができた。授

業研究部のアンケート結果をもとにまとめとする。
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　この結果からも分かるように、計画的に会議を設定

し、少人数で役割を明確にして分担して行ったことで、

授業実践したり司会者として活動したりすることで、

自己有用感が育まれ、積極的に研究に参加したり指導

力・授業力を向上させたりすることにつながったと考

える。授業研究部の例からも、実践について話し合っ

たり、見合ったり、授業を一緒につくったり、互いに

教え合ったり、刺激し合ったりするなどして同僚性を

高めることができたと考える。以上の結果から、同僚

性を重視した校内研修の組織体制の見直しを実施した

ことで、校内研修がより一層充実した研修になり、教

員の資質能力向上を図ることにつながったと考える。

２　授業研究の充実（プランB）

　同僚性を重視した授業研究を実践したところ、以下

のようなアンケートの結果が得られた。

成果の一つと考える。これは、個人研修会を通して。

自分の実践を報告し、全員で一緒に考える場を設定し

たことやワークショップ型の検討会を新たに取り入れ

たことで、全員で実践について話し合ったり、教え合

ったりするなどできたからと考える。

　　　【図２１「教員アンケートの結果より」】

　授業研究中心の校内研修を行ったことについては、

８．％以上が「役立っている」と回答し、「少し役立っ

ている」とあわせると９０％以上の教員が役立ってい

ると回答している。個人目標シートを基本として、授

業分析シートや児童アンケートなどを基に教員として、

資質能力向上を図ろうとした本研究の成果と考える。

教員の感想にも「すごく意見の出しやすい雰囲気で研

修ができました。」「研修の方法や内容などとても勉強

になりました。」などの声が聞かれた。このことからも、

授業研究中心の校内研修において、各種評価シートを

活用したり、個人研修会などの研修を通したりして指

導力を向上させることができたと考える。

　ここまで述べてきた様々な実践をとおして、本校の

ような小規模校にとっては、個人目標シートなどを有

効活用して、個人目標を設定したことで、日常の授業

にも手だてが意識でき、教師個人の目指したい授業も

明確にすることができた。そして、課題をもって校内

研修に望むことで、個人にとっても学校にとっても新

たな価値を生み出すなど教員の資質能力の向上につな

がったと考える。

X　おわりに

　本年度から新たな研究スタイルで研究を始めたこと

もあり、組織の在り方、授業研究の在り方について今

後も継続することで、校内研修組織がさらに機能する

とともに、教員の資質能力向上が図られるよう同僚性

を重視した研究を推進していきたい。
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　　　【図１９「教員アンケートの結果より」】

　研究テーマを「意識している」と答えた教員の割合

が倍以上になり、「なんとなく意識している」とあわせ

ると８０％以上の教員が研究テーマを意識して授業研

究などに取り組むことができたことが分かる。これは、

個人研修会を通して研究テーマや個人テーマの共有化

を図ったこと、授業研究時に常に意識できるようなシ

ートの工夫をしたことなどが理由として考えられる。

さらに、授業研究以外にも、先ほど実践で述べた教員

の例のように個人の研究テーマを基にした授業実践を

継続して実践できたことからも教員の資質能力を向上

させることにつながったと考えられる。

　　【図２０「教員アンケートの結果より」】

　様々な新たな取組を実践してきた校内研修であっ

たが、「かなり満足している」が大幅に増加し、満足と

評価している教員が９０％を超えたことは、本研究の


